




























































































例) 24 例) 587
×83 × 34
[薪3年] [現行3年]
312 138
× 3 ×365
[新3年] [現行4年]
3 r帯環 .法則を活用する力｣を育てるた
めに
ここでは.考える力を ｢原理 ･法則を活用
する力｣と考え.それを育てるための拍年の
ポイントについて述べてみよう｡
｢原理 ･法則を活用する力｣とは,既習の井
数の原理 ･法則を活用して新しい井数の原理
･法則を創りだしていく中で身につけていく
力であり,この力を身につけることで児童自
らが新しい原理 ･法則を生み出していけるも
のである｡従って,この力は児童が井数を主
体的に学習していく原助力である.この ｢原
理 ･法則を活用する力｣は,従来のような原
理 ･法則を知らせるだけの授業を繰り返して
いたのでは身につけることはできない｡育て
るためには以下の3点をいつも考えて指導す
る必要があると考えている｡
これは.大きな閉居である｡なぜなら.従来,
新しく2桁どうしの加法に出会うと,まず,
式の意味を理解した後,計算の仕方を考え,
-の位どうし,十の位どうLをたせばよいこ
とに気づき筆算形式に結びつける｡次に,そ
の仕方にtlれ,技能面が定着してきたところ
で,桁数の大きい牧でもうー 度計算の仕方を
振り返って十進位取り記数法の考えを確かに
していく｡さらに,次の学年の筆算で十進位
取り記数法の考えを活用できたのである｡し
かし.今回の改TTでは考えを活用する場が減
り.それでも,考える力は高めていくことが
求められている点に注意すべきである｡
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○単元や系統を見通した界理 ･法則を活用
する力を明らかにする
○原理 ･法則を活用する力を育てる算教的
活軸を明らかにする
○原理 ･法則を活用するよさが味わえる活
軌の工夫をする
(1)単元や系統を見通した原理 ･法則を活
用する力を明らかにする
塀理 ･法則を活用する力を育てるためには,
まず,単元やその単元と関連の深い前後の系
統を見通して育てるべき力を明らかにする必
要がある｡
例えば,新学習掃専宰領の第2学年で2位
数の加法の筆算を学習する｡34十12は,
まず.10のまとまりどうLを加え30+1
0-40とする｡次に端数どうLを加え4+
2-6とし,それぞれを加えて答を求めるO
この十進位取り妃敢法に基づく書十算の仕方は,
3位数の加法の筆算でも同じである｡従って,
第2学年の2位数の加法の筆算の指導で育て
るべき力は十進位取り記数法を活用する力で
あるということになる｡
(2)原理 ･法則を活用する力を育てる算数
的活軌を明らかにする
原理 ･法則を活用する力が明らかになった
ところで,原理 ･法則を活用する力を育てる
ための井数的活軌を明らかにする必要があるQ
原理 ･法則を活用する力は,既習の算数の
原理 ･法則を活用して新しい算数の原理 ･法
則を創りだしていく中で身につけていく力で
あるから,例えば,34十 12の計算の仕方
を考えたり,筆算の仕方を考えたりするため
に.児童がどのような活動をすればよいかを
明らかにしていくということである｡
ここでは.10の束.1のバラの計算枠を
使って計井の仕方を考える活動が考えられる
これにより,まず∴10の束どうLを加え
30+10-40とする｡次に端数のパラど
うLを加え4十 2-6とし,それぞれを加え
て答を求めることに児童が気づきやすくなる｡
さらに,10の束どうし,端数のバラどう
Lを加えた後,それぞれを加えて答を求める
考えが一目見て分かりやすい計算枠の置き方
を児童が工夫する活動を取り込むようにする｡
これにより.下図のように,計算枠をそれぞ
れ縦に置けばよいことに気づき.教師の教え
込みでなく箪井形式につなげることが可能
になる｡
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(3)原理 ･法則を活用するよさが味わえる
括軌の工夫をする
原理 ･法則を活用する力を育てるためには,
原理 ･法則を繰り返し活用する中でその有用
性を味わうことができるようにする必要があ
る｡
例えば,34十12の筆算の仕方を考える
ときに使った十進位取り記敷睦に基づく計井
の仕方が,27十16のときにも使えるかを
計算枠を使って児童自ら体放してみることで
ある｡このとき,繰り上がりがあり,十の位
から計算するより,-の位から計算する方が
数字で輩井をかくときに煩雑でなくてよいこ
とも相称のポイントにI
なる｡しかし,ここで
最も大切にしたいこと
は,十進位取り記数法
に基づく計井の仕方が
ここでも使えるという
ことである｡
ここまでくると.百の位への繰り上がりが
ある竿井は,形式的な計算指尊もできなくは
ない｡しかし.十進位取り記数法を活用する
よさを味わわせるためには,百の位-の繰り
上がりがある場面は,児童一人ひとりが,汁
算枠を使って隼井の仕方を現明する活動を用
意することが大切であるo
さらに,十進位取り記数法を活用する力を
高めるためには,計井棒を使った計算という
具件から数字を使った筆井への抽象化をてい
ねいにすることだけでなく,一度数字で箪井
したことを,計算枠に振り返って脱明する場
を随時意図的に設定することも必要である｡
新学習相戦要領の意図実現のためには,原
理 ･法則を活用する力を育て,井数的活軌
よさを味わう活動を今まで以上に充実させて
いくことがキーポイントとなる｡
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